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表 8.1-1 準備書についての愛媛県知事の意見と事業者の見解（3/6） 

6.動植物 

No. 愛媛県知事の意見 事業者の見解 

1 環境影響評価準備書では、中型哺乳類の行動範

囲から設定した調査範囲を基にして改変の程度を

求めていることから、環境影響評価書においては、

その「改変の程度」が意味するところを説明する

とともに、調査結果に対する専門家の意見など評

価に至った根拠についてもできる限り付記してお

くこと。 

改変の程度については、影響が及ぶ可能性があ

る最大の区域を予測地域とし、その予測地域内に

存在する重要な種の主要な生息環境のうち、改変

される生息環境の割合を以下の式により数値化

し、参考値として算出しました。このことは評価

書「第 5 章 5.2.2 生物の多様性の確保及び自然

環境の体系的保全」、「第 6 章 6.1.6 動物」及

び「第 6 章 6.1.7 植物」に記載しました。 

改変される生息環境の割合（参考値） 

＝（改変される生息環境）／（予測地域に存在

する生息環境面積） 

改変される生息環境の割合を参考に、各種の生

態的な情報や現地調査結果、専門家の指導・助言

を踏まえて、最終的な予測を行っています。 

2 サシバ等改変区域近傍に営巣地が存在する種に

ついては、工事の時期や方法を工夫すること。な

お、営巣地は判明していないものの、改変区域近

傍で生息が確認された重要な鳥類についても十分

配慮した計画とすること。 

生態系（上位性及び典型性）に対して、環境影

響をより軽減するための対応として、専門家の助

言を踏まえ、以下のような工事の実施における環

境への配慮を行います。 

・建設機械の稼働に伴う騒音等に対する配慮（低

騒音型建設機械・低振動型建設機械の採用、低

騒音・低振動の工法の採用） 

・残存する生息環境の撹乱に対する配慮（工事関

係者の工事区域周辺部への立ち入りの制限） 

・森林伐採に対する配慮（森林の伐採区域を最小

限にとどめる、計画的かつ段階的な森林の伐採）

・工事の実施前及び実施期間中における、生物の

生息状況の把握等を目的とした専門家の巡回等

による環境監視 




































































